
謝
霊
運

『
金
剛
般
若
経
注
』

の
基
礎
的
研
究

（上）

－

i
僧
肇
撰
と
伝
え
ら
れ
る

『
金
剛
経
註
』

一
巻
と
の
関
係
に
つ
い
て

l

i

鵜

飼

光

日
Eヨ

は
じ
め
に

鳩
摩
羅
什
訳
『
金
剛
般
若
経
』

一
僧
肇
撰
『
金
剛
経
註
』

四
謝
霊
運
撰
『
金
剛
般
若
経
注
』

五

『
金
剛
般
若
経
』
僧
肇
・
謝
霊
運
注
文
対
照
表
（
前
半
）

六
朝
の
東
晋
期
以
降
、
そ
の
多
く
が
宮
僚
で
あ
り
ま
た
貴
族
で
も
あ
っ
た
当
時
の
文
人
た
ち
に
必
須
の
事
柄
と

治
的
手
腕
を
別
に
す
れ
ば
、
優
美
繊
細
な
江
南
文
化
に
ふ
さ
わ
し
い
洗
練
さ
れ
た
高
し
て
求
め
ら
れ
た
の
は
、

官
僚
と
し
て
の
最
低
限
の
政

度
の
文
学
的
芸
術
的
才

謝
霊
運
『
金
剛
般
若
経
注
』
の
基
礎
的
研
究
（
上
）
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能
と
豊
か
な
機
智
を
具
え
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
し
て
ま
た
一
方
で
は
永
嘉
の
乱
を
契
機
と
し
て
、
爆
発
的
と
も
言
う
べ
き
速
さ
で
社
会
の

上
下
に
浸
透
し
て
い
っ
た
外
来
の
宗
教
で
あ
る
仏
教
に
対
す
る
確
か
な
教
養
を
持
つ
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

劉
宋
の
文
人
謝
霊
運
（
三
八
五
（
）
四
三
三
年
）

は
、
政
治
の
大
勢
に
大
き
な
影
響
を
与
え
得
な
か
っ
た
官
僚
と
し
て
の
行
動
に
は
見
る

べ
き
も
の
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
文
人
の
本
領
と
も
言
う
べ
き
詩
作
の
分
野
に
お
い
て
は
ま
’
さ
に
卓
絶
し
た
才
能
を
持
ち
、

ま
た
当
時

の
流
行
の
思
想
で
あ
っ
た
仏
教
に
対
し
て
も
少
な
か
ら
ざ
る
貢
献
を
し
て
い
る
。
例
え
ば
『
文
選
』
に
収
録
さ
れ
た
数
々
の
佳
詩
は
そ
の

才
能
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
文
学
活
動
の
精
華
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、

ま
た
訳
文
等
が
必
ず
し

も
良
質
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
北
本
『
浬
繋
経
』
四
十
巻
を
治
定
し
て
南
本
『
浬
繋
経
』
三
十
六
巻
を
作
り
上
げ
た
こ
と
は
そ
の
仏
学
重

視
の
姿
勢
の
現
わ
れ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
れ
に
応
じ
て
謝
霊
運
研
究
に
お
い
て
も
、
従
来
か
ら
そ
の
詩
を
中
心
と
し
て
多
く
の
論
考
が
著
わ
さ
れ
て
き
た
の
は
当
然
の
事
と
し

て
も
、

か
つ
て
は
等
閑
視
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
そ
の
一
方
の
柱
と
も
言
う
べ
き
謝
霊
運
と
仏
教
の
交
渉
の
側
面
に
お
い
て
も
近
年
よ
り
深

い
研
究
が
行
わ
れ
つ
つ
あ
り
、

ま
た
両
者
の
架
け
橋
と
な
る
よ
う
な
文
学
と
思
想
と
を
融
合
さ
せ
て
論
じ
た
優
れ
た
研
究
も
す
で
に
い
く

っ
か
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
は
謝
霊
運
の
仏
学
に
対
す
る
貢
献
の
側
面
を
研
究
す
る
う
え
に
お
い
て
そ
の
一
助
た
り
う
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
り
、
僧
肇
撰

と
伝
え
ら
れ
る
『
金
剛
経
註
』

一
巻
と
謝
霊
運
の
著
わ
し
た
『
金
剛
般
若
経
注
』
と
の
関
係
の
究
明
を
通
じ
て
、
散
逸
し
た
と
考
え
ら
れ

て
き
た
謝
霊
運
の
『
金
剛
般
若
経
注
』
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
思
想
解
明
に
一
資
料
を
提
供
す
る
こ
と

を
意
図
し
て
い
る
。



ま
ず
『
金
剛
般
若
経
』
そ
の
も
の
に
つ
い
て
略
述
す
る
こ
と
に
す
る
。

『
金
剛
般
若
経
』
は
、
詳
し
く
は
『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
』
も
し
く
は
『
能
断
金
剛
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
と
称
さ
れ
、
「
金
剛
石
」
（
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
）
あ
る
い
は
「
金
剛
杵
」
（
雷
）

が
一
切
の
物
を
擢
断
す
る
よ
う
に
、
「
般
若
波
羅
蜜
多
」
（
智
慧
の
完
成
）
が
す
べ
て
の
執

著
や
煩
悩
を
断
ち
き
る
こ
と
を
説
い
た
経
典
で
あ
っ
て
、
数
あ
る
般
若
経
典
の
中
で
も
「
空
」
の
思
想
の
精
粋
を
簡
潔
に
述
べ
て
い
る
こ

と
か
ら
、

イ
ン
ド
本
国
を
は
じ
め
中
央
ア
ジ
ア
・
モ
ン
ゴ
ル
・
中
国
・
チ
ベ
ッ
ト
・
朝
鮮
・
日
本
等
の
各
地
に
お
い
て
盛
ん
に
愛
読
さ
れ
、

信
奉
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
経
典
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
の
写
本
は
、

日
本
・
中
国
・
チ
ベ
ッ
ト
・
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
・
ギ

ル
ギ
ッ
ト
な
ど
に
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
の
翻
訳
に
つ
い
て
も
漢
訳
を
は
じ
め
と
じ
て
チ
ベ
ッ
ト
語
・
コ

l
タ
ン
語
・
ソ
グ
ト
語
・

モ
ン
ゴ
ル
語
・
満
州
語
の
諸
言
語
に
よ
る
訳
本
が
現
在
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
で
、
本
経
の
流
伝
の
広
さ
か
ら
見
て
も
大
乗
諸
経
中
の
屈
指

の
経
典
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

一
切
事
物
に
お
い
て
、
他
に
依
拠
す
る
こ
と
な
く
自

立
的
に
存
在
す
る
本
体
は
存
在
じ
な
い
こ
と
を
さ
と
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
空
の
思
想
は
『
金
剛
般
若
経
』
に
お
い

’
こ
の
『
金
剛
般
若
経
』
に
お
い
て
説
か
れ
る
の
は
空
の
思
想
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

て
じ
ば
し
ば
次
の
よ
う
な
逆
接
的
な
表
現
と
な
っ
で
現
わ
れ
る
。

世
尊
の
聞
い
。
「
須
菩
提
よ
、
い
ど
う
思
ラ
か
。
も
し
人
が
三
干
世
界
を
満
た
す
ほ
ど
の
七
宝
に
よ
コ
で
如
来
に
布
施
じ
た
な
ら
ば
、

こ
の
人
が
得
‘
た
福
徳
は
多
い
で
あ
ろ
う
か
二

須
菩
提
の
答
え
ひ
「
世
尊
よ
、
そ
れ
は
は
な
は
だ
多
い
と
い
え
ま
す
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
と
い
え
ば
、
こ
の
福
徳
は
真
の
福
徳
で
は
な

謝
霊
運
『
金
剛
般
若
経
注
』
の
基
礎
的
研
究
（
上
）
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い
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
知
来
は
福
徳
が
多
い
と
お
説
き
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
」

こ
の
「
福
徳
は
福
徳
で
は
な
い
。
だ
か
ら
福
徳
で
あ
る
」
と
す
る
よ
う
な
自
己
否
定
の
一
見
矛
盾
に
満
ち
た
論
法
は
経
中
に
二
十
回
近
く

も
現
わ
れ
、
如
来
の
三
十
二
相
の
特
徴
や
経
典
の
言
葉
、
こ
の
う
え
な
く
正
し
い
さ
と
り
等
の
仏
教
徒
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
だ
と
考
え

ら
れ
る
概
念
が
す
べ
て
否
定
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
言
わ
ば
否
定
を
通
し
て
空
を
直
接
的
に
表
現
し
よ
う
と
い
う
方
法
な
の
で
あ
っ
て
、

右
に
挙
げ
た
例
で
い
え
ば
、
布
施
を
し
た
人
が
功
徳
を
積
ん
だ
と
思
っ
た
な
ら
ば
、
も
は
や
そ
れ
は
真
の
功
徳
で
は
な
い
こ
と

l
l無

執
著
の
重
要
性
。
ー
ー
を
説
く
こ
と
に
よ
り
、
究
極
の
目
標
で
あ
る
智
慧
の
完
成
へ
と
導
く
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。

『
金
剛
般
若
経
』
は
、

イ
ン
ド
に
お
い
て
、
西
紀
一
五

O
年
か
二

O
O年
ご
ろ
に
は
成
立
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
、
極
め
て
重
要

祝
さ
れ
て
多
く
の
論
が
著
わ
さ
れ
た
。
無
著
菩
薩
造
『
能
断
金
剛
般
若
波
羅
蜜
多
経
論
頒
』

一
巻
（
唐

義
浄
訳
）
、
天
親
菩
薩
造
『
金

剛
般
若
波
羅
蜜
経
論
』
三
巻
（
元
貌

菩
提
流
支
訳
）
な
ど
が
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

中
国
に
お
い
て
も
こ
の
経
典
は
非
常
に
重
ん
ぜ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
山
東
省
の
泰
山
の
巨
大
な
一
枚
岩
に
金
剛
経
の
一

O
四
三
字
を
刻

み
つ
け
た
経
石
幡
が
残
さ
れ
て
い
た
り
、
敦
燈
発
見
の
古
写
経
中
、
『
法
華
経
』
写
本
に
次
ぐ
多
数
の
残
本
量
を
示
し
て
い
る
こ
と
、
さ

ら
に
は
唐
代
禅
宗
六
祖
慧
能
が
こ
の
経
文
中
の
「
応
に
住
す
る
所
無
く
し
て
、
而
も
其
の
心
を
生
ず
べ
し
」
の
一
文
に
よ
っ
て
諮
然
と
大

悟
し
た
と
の
伝
説
が
存
在
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
唐
初
に
は
こ
の
経
典
の
注
釈
書
を
著
わ
し
た
人
が
八
百
余
家
あ
っ
た
（
楊
圭
「
金
剛
般

若
波
羅
蜜
経
旧
序
」
）
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
も
、
こ
の
経
典
の
盛
行
ぶ
り
の
一
端
が
窺
わ
れ
よ
う
。

現
存
す
る
最
古
の
漢
訳
は
弘
始
四
年
（
四

O
一）

に
訳
出
さ
れ
た
と
さ
れ
る
鳩
摩
羅
什
訳
の
『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
』

一
巻
で
あ
る
口

そ
の
後
、
元
貌
菩
提
流
支
、
南
朝
陳
の
真
諦
、
惰
達
摩
笈
多
、
唐
玄
突
、
義
浄
に
よ
っ
て
改
め
て
漢
訳
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
最
も
人

口
に
捨
笑
し
、
中
国
・
日
本
に
お
け
る
仏
教
史
上
に
大
き
な
役
割
を
は
た
し
た
の
が
羅
什
訳
で
あ
る
こ
と
は
言
を
倹
た
な
い
。
試
み
に



『
昭
和
法
宝
目
録
』
第
一
巻
「
大
正
新
情
大
蔵
経
勘
同
目
録
」
（
一
二
三
頁
）
を
紐
解
く
と
、

釈
と
し
て
、
中
国
・
日
本
合
わ
せ
て
百
部
以
上
も
の
書
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
も
羅
什
訳
が
い
か
に
重
視
さ
れ
た
か
を

こ
の
羅
什
訳
『
金
剛
経
』
に
対
す
る
諸
注

知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

T注

『
金
剛
般
若
経
』
に
関
す
る
研
究
・
和
訳
・
注
釈
書
は
極
め
て
多
い
が
、
次
の
四
書
が
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

中
村
元
・
紀
野
一
義
訳
注
『
般
若
心
経
・
金
剛
般
若
経
』
（
岩
波
文
庫
一
九
六

O
年）

梶
芳
光
運
『
金
剛
般
若
経
』
（
大
蔵
出
版
仏
典
講
座
6

一
九
七
二
年
）

長
尾
雅
人
・
戸
崎
宏
正
『
大
乗
仏
典
1

般
若
部
経
典
』
（
中
央
公
論
社
一
九
七
三
年
）

平
井
俊
栄
『
般
若
経
』
（
筑
摩
書
房
仏
教
経
典
選
2

一
九
八
六
年
）

岩
波
文
庫
の
『
般
若
心
経
・
金
剛
般
若
経
』
の
解
説
に
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
・
漢
訳
を
は
じ
め
と
す
る
諸
本
お
よ
び
イ
ン
ド
・
中
国

．
日
本
の
諸
注
釈
に
つ
い
て
詳
し
く
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
。

（2
）
梶
山
雄
一
・
上
山
春
平
『
空
の
論
理
〈
中
観
〉
』
（
角
川
書
店
仏
教
の
思
想
3

一
九
六
九
年
）
梶
山
雄
一
『
般
若
経
｜
｜
空
の
世

界
』
（
中
公
新
書
一
九
七
六
年
）
参
照
。

（3
）
中
村
元
前
掲
書
解
題
二

O
二
頁
参
照
。

（4
）
『
金
剛
般
若
経
』
の
伝
承
お
よ
び
普
及
の
諸
相
に
つ
い
て
は
次
の
三
氏
の
論
考
を
参
照
の
こ
と
。

牧
田
諦
亮
「
漢
訳
仏
典
伝
承
上
の
一
問
題
1
1
1
金
剛
般
若
経
の
冥
司
備
に
つ
い
て
｜
｜
」
（
『
龍
谷
史
壇
』
日
・
日
合
冊
号
一
九
六
六

年
）
（
後
に
『
中
国
仏
教
史
研
究
第
二
』
第
四
章
所
収
大
東
出
版
社
一
九
八
四
年
）

平
野
顕
照
「
刻
経
と
写
経
｜
｜
金
剛
般
若
波
羅
蜜
多
経
を
中
心
と
し
て
｜
｜
」
（
『
大
谷
大
学
所
蔵
敦
燈
古
写
経
』
続
一
九
七
二
年
）

（
後
に
『
唐
代
文
学
と
併
教
の
研
究
』
第
三
章
第
三
節
所
収
朋
友
書
店
一
九
七
八
年
）

平
井
有
慶
「
金
剛
般
若
経
」
（
牧
田
諦
亮
・
福
井
文
雅
編
『
講
座
敦
煙
7

敦
爆
と
中
国
仏
教
』

I
敦
煙
仏
典
と
中
国
仏
教

東
出
版
社
一
九
八
四
年
）

所
収

大

謝
霊
運
『
金
剛
般
若
経
注
』
の
基
礎
的
研
究
（
上

五
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5 

中
国
・
日
本
で
著
わ
さ
れ
た
諸
注
釈
に
つ
い
て
は
小
野
玄
妙
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
第
三
巻
四
四
七
頁
以
下
に
詳
説
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
本
稿
に
お
い
て
最
初
に
取
り
上
げ
る
伝
僧
肇
撰
『
金
剛
経
註
』

一
巻
は
、
羅
什
が
同
経
を
訳
出
し
て
か
ら
後
に
著
わ
さ
れ
た
最
初

の
注
釈
で
あ
る
と
さ
れ
、
『
大
日
本
田
続
蔵
経
』
第
一
輯
第
三
十
八
套
第
三
冊
に
、
晋

僧
肇
撰
『
金
剛
経
註
』

一
巻
（
内
題
の
具
名
は

『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
注
』
）

と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
根
本
資
料
と
す
べ
き
梁
の
慧
校
の
「
高
僧
伝
』
巻
六
僧
肇
伝
に
は
、
僧
肇
が
金
剛
経
に
注
し
た
と
い
う
記
事
は
見
え
ず
、
ま
た

現
存
す
る
最
古
の
し
か
も
信
頼
す
べ
き
経
録
で
あ
る
梁
の
僧
祐
の
『
出
三
蔵
記
集
』
に
も
僧
肇
が
金
剛
経
に
注
し
た
事
実
を
示
す
記
事
は

な
く
、
ま
た
『
歴
代
三
宝
紀
』
『
開
元
釈
教
録
』
『
惰
書
』
経
籍
志
『
旧
唐
書
』
経
籍
志
な
ど
に
も
著
録
さ
れ
て
い
な
い
。
僧
肇
の
名
は
見

え
な
い
も
の
の
、
降
っ
て
『
宋
史
』
巻
二
百
五
芸
文
志
四
に
、

僧
応
之
四
注
金
剛
経

巻

と
あ
り
、
入
宋
し
た
高
麗
沙
門
義
天
（
一

O
五
五

1
一一

O
一
、
宋
の
仁
宗
か
ら
哲
宗
代
）
が
著
わ
し
た
『
新
編
諸
宗
教
蔵
総
録
』
（
義

天
録
）
巻
第
一
に
、



金
剛
般
若
経
注
一
巻

僧
肇
等
四
注

応
之
集

と
記
さ
れ
て
い
る
の
と
対
照
す
れ
ば
、
僧
応
之
の
編
纂
に
か
か
る
所
謂
『
四
注
金
剛
経
』

に
僧
肇
の
注
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
推
測
さ
れ
う
る
に
す
ぎ
な
い
。

一
方
日
本
に
お
い
て
は
僧
肇
単
注
の
金
剛
経
の
名
が
、
正
倉
院
文
書
の
天
平
勝
宝
六
年
（
七
五
回
、
唐
の
玄
宗
、
天
宝
十
三
載
）

の

「
経
疏
出
納
帳
」
に
、

注
金
剛
波
若
経
一
巻

（

9
）
 

肇
法
師

と
見
え
、

さ
ら
に
興
福
寺
沙
門
永
超
が
撰
し
た
『
東
域
伝
灯
目
録
』
（
永
超
録
）
（
寛
治
八
年
、

一
O
九
四
、
宋
の
哲
宗
、
紹
聖
一
年
）

も
僧
肇
注
の
存
在
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

註
金
剛
般
若
経
一
巻
挑
秦
沙
門
釈
僧
肇
撰

し
か
し
そ
の
後
の
肇
注
金
剛
経
が
い
か
に
伝
え
ら
れ
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
の
経
緯
は
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
詳
ら
か
に
し
え
な
か
っ
た
。

次
に
肇
注
金
剛
経
に
つ
い
て
最
も
詳
細
な
記
事
を
載
せ
る
と
こ
ろ
の
、
徳
川
時
代
の
天
台
沙
門
敬
雄
（
正
徳
三
年

1
天
明
二
年

七

謝
霊
運
「
金
剛
般
若
経
注
』
の
基
礎
的
研
究
（
上
）

七



悌
教
大
望
大
撃
院
研
究
紀
要
通
巻
第
二
十
競

/¥ 

一三

1
一
七
八
二
）
が
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
、
清
の
高
宗
、
乾
隆
二
十
七
年
）
に
著
わ
し
た
序
文
（
敬
雄
刊
行
『
肇
公
注
金
剛
経
』

の
巻
首
に
附
す
）
を
次
に
掲
げ
る
。

註
金
剛
経
序

金

龍

沙

門

敬

雄

撰

嚢
昔
慈
覚
大
師
之
入
子
支
那
也
、
賛
持
晋
肇
公
注
金
剛
経
市
帰
、
秘
諸
名
山
、
光
明
不
照
世
也
、
殆
九
百
年
失
、
頃
祖
芳
禅
人
持
来
告

目
、
是
乃
祖
請
来
之
本
、
予
偶
得
之
、
講
師
校
而
梓
之
、
使
見
聞
者
、
結
般
若
種
子
意
、
予
受
市
読
、
半
乃
掩
巻
歎
目
、
夫
此
経
者
、

般
若
第
九
会
、
直
示
無
往
生
心
妙
旨
、
故
云
為
発
最
上
乗
者
説
、
養
一
切
菩
薩
、
未
有
不
学
般
若
、
成
無
上
菩
提
者
、
故
弥
勅
天
親
無

著
功
徳
施
四
大
菩
薩
、
造
之
偏
論
、
讃
揚
弘
通
、
法
流
乎
支
那
、
羅
什
初
訳
肇
公
乃
注
、
従
時
一
欧
後
、
奉
為
日
課
者
亦
多
失
、
且
黄
梅

印
心
、
曹
渓
悟
道
、
霊
瑞
之
著
、
注
疏
之
多
、
宜
莫
此
経
若
也
、
市
其
注
之
旧
、
肇
公
為
先
、
注
来
於
大
東
、
亦
此
注
為
先
、
而
発
諸

注
既
行
之
殿
者
、
宣
非
時
節
因
縁
乎
、
天
台
大
師
会
講
此
経
、
専
依
肇
公
、
猶
如
説
観
経
、
専
依
滞
影
也
、
故
今
毎
有
疑
誤
、
純
依
天

台
疏
以
校
雄
君
、
嵯
乎
、
斯
注
者
、
天
台
所
欽
用
、
慈
覚
所
請
来
、
文
古
義
幽
、
深
得
仏
意
、
且
投
好
略
機
、
実
苦
海
津
梁
、
迷
塗
司

南
也
、
梓
而
行
之
、
則
其
利
益
復
如
何
哉
、
故
随
喜
以
校
、
亦
願
後
之
読
此
注
者
、
因
指
得
月
、
悟
無
往
生
心
妙
旨
、
則
与
黄
梅
曹
渓
、

同
一
鼻
孔
出
気
、
不
必
紛
紛
更
従
事
於
後
世
異
説
、
市
移
以
為
博
也

宝
暦
十
二
壬
午
之
夏
ハ
続
蔵
経
三
十
八
套
三
冊
二

O
八
頁
右
上
）

事
の
真
偽
は
さ
て
お
き
、
敬
雄
の
言
に
従
っ
て
『
金
剛
経
註
』
に
関
係
あ
る
事
柄
の
み
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

(a) 

慈
覚
大
師
円
仁
が
入
唐
し
た
時
、
肇
公
注
金
剛
経
を
請
来
し
、
名
山
（
比
叡
山
を
指
す
か
？
）
に
秘
し
、
九
百
年
の
問
、
人
に
知

ら
れ
る
事
が
な
か
っ
た
。



、、，，
r

L
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，，目、、

先
頃
、
祖
芳
禅
入
が
こ
の
書
を
手
に
入
れ
、
敬
雄
に
校
勘
と
上
梓
を
求
め
た
。

(c) 

こ
の
書
に
は
、
イ
ン
ド
に
お
い
て
は
弥
勅
・
天
親
ι

無
著
・
功
徳
施
の
四
菩
薩
の
偏
論
が
あ
る
が
、
中
国
に
東
流
し
て
は
鳩
摩
羅

什
が
初
め
て
漢
訳
し
、
次
い
で
僧
肇
が
注
し
た
。
こ
の
書
は
禅
宗
五
祖
の
弘
忍
（
黄
梅
〕
や
六
祖
慧
能
（
曹
渓
〕

に
重
視
さ
れ
、

そ

の
注
疏
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
が
、

そ
の
古
さ
の
点
で
は
肇
公
注
を
も
っ
て
第
一
と
す
る
。

(d) 

日
本
に
伝
っ
た
の
も
こ
の
注
が
最
初
で
あ
る
が
、
長
い
間
知
ら
れ
ず
、
多
く
の
注
疏
が
現
わ
れ
た
そ
の
最
後
に
発
見
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
観
経
を
説
く
の
に
浄
影
寺
慧
遠
の
疏
に
よ
る
が
ご
と
く
、
天
台
大
師
智
顕
は
こ
の
経
を
講
説
す
る
の
に
も
っ
ぱ
ら
肇
公

注
に
よ
っ
た
。
そ
こ
で
疑
問
や
誤
り
が
あ
る
た
び
ご
と
に
肇
公
注
を
天
台
の
疏
に
よ
っ
て
校
儲
し
、
上
梓
す
る
。

こ
の
序
文
に
記
さ
れ
た
記
事
を
踏
ま
え
て
小
野
玄
妙
編
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
第
三
巻
四
五
八
頁
に
は
、
敬
雄
が
刊
行
し
た
僧
肇
撰
と
伝

え
ら
れ
る
『
金
剛
経
註
』

一
巻
を
次
の
よ
う
に
解
説
す
る
。

金
剛
経
註

①
〔
書
名
、
具
名
〕
（
日
）
同

8
・mDzw可
0
・。

E
・
（
支
）
わ
窓
口
E
W
g
m，n
F
Z
m・
各
戸
金
剛
般
若
経
注

②
〔
巻
数
〕

③
〔
存
、
敏
〕
存
、
百
続
一
・
一
二
八

一
巻

④
〔
著
者
、
生
存
年
代
〕
晋
僧
肇
（
｜
｜
義
照
一

O

kr
・
巴
・
出
品
）
注
、
応
之
集

⑥
〔
内
容
解
説
〕
字
句
の
意
義
を
明
し
、
並
に
本
文
に
つ
き
て
普
通
の
解
釈
を
ほ
ど
こ
し
た
も
の
で
あ
っ
て
羅
什
訳
金
剛
経
に
対
す
る

註
疏
と
し
て
は
恐
ら
く
一
番
最
初
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
後
代
の
訓
註
に
見
る
が
如
く
本
文
が
分
節
等
に
分
段
さ
れ

て
居
な
い
。

謝
霊
運
『
金
剛
般
若
経
注
』
の
基
礎
的
研
究
（
上
）

九
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因。

⑧
〔
写
刊
の
年
代
〕
宝
暦
二
ニ
刊

⑨
［
現
所
蔵
者
、
図
書
館
書
庫
名
〕
（
駒
六
）
（
龍
大
、
二
四
二
一
・
二
ニ
ー
ー
一
四
）
乃
谷
大
、
飴
大
、
三
四

O
ご

0

0

0

 

こ
の
う
ち
④
で
平
日
僧
肇
注
、
応
之
集
」
と
あ
る
の
は
先
き
に
挙
げ
た
『
義
天
録
』
の
記
事
（
一
ニ
七
頁
）
に
基
づ
く
の
で
あ
ろ
う
が
、
敬

雄
の
拠
っ
た
原
本
が
は
た
し
て
円
仏
書
解
説
大
辞
典
』
に
言
う
よ
う
に
応
之
集
の
『
四
注
金
剛
経
』
で
あ
る
か
ど
う
か
は
今
の
と
こ
ろ
必

ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

刊
本
は
⑨
に
挙
げ
ら
れ
た
他
に
も
併
教
大
学
図
書
館
に
も
一
本
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
駒
沢
大
、
龍
谷
大
、
大
谷
大
、
悌
教
大
の
四
本
と

も
巻
首
に
は
い
、
ず
れ
も
「
金
龍
沙
門
敬
雄
撰
」
の
「
宝
暦
十
二
壬
午
之
夏
」
に
書
か
れ
た
寸
注
金
剛
経
序
」
が
附
さ
れ
て
あ
り
、
巻
末
の

刊
記
に
は
「
宝
暦
十
三
突
未
春
二
月
」
（
一
七
六
三
）
と
し
て
刊
行
年
月
と
と
も
に
「
堀
川
通
仏
光
寺
下
ル
町

植
村
藤
右
衛
門
」
以
下

室
田
林
五
家
の
名
が
記
さ
れ
て
い
て
、
刷
り
の
時
期
は
別
に
し
て
も
同
一
の
刊
本
で
あ
ろ
う
。
若
干
の
相
違
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
。

(a) 

駒
沢
大
学
所
蔵
本

請
求
番
号

魯
一
二
八
。
外
題
「
金
剛
経
注

全
」
（
書
題
簸
）
、
内
題
「
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
」
、
撰
訳
者

名
「
挑
秦
三
蔵
法
師
鳩
摩
羅
什
訳

挑
秦
釈
僧
肇
注
」
。
二
十
六
丁
表
の
最
後
に
「
宝
蔵
論
釈
僧
肇
著

全
一
冊
板
行
出
来
」
と

あ
り
、
巻
末
に
右
に
挙
げ
た
刊
記
が
あ
る
。

、B，ノ唱。〆，目、、

龍
谷
大
学
所
蔵
本

敬
雄
撰
『
肇
公
注
金
剛
経
助
覧
」
と
二
冊
で
一
部
に
な
っ
て
い
る
。

ア

『
金
剛
経
註
』

請
求
番
号

経
論
釈
一

O
O
二
｜
一
。
外
題
「
肇
公
注
金
剛
経
」
（
刷
題
祭
）
、
内
題
、
川
刊
に
同
じ
。
刊
記
あ

り
イ

敬
雄
撰
『
肇
公
注
金
剛
経
助
覧
』

一
巻

請
求
番
号
経
論
釈
一

O
O
一
b
l
一
。
『
助
覧
」
は
『
金
剛
経
註
』
の
再
注
釈
で

あ
る
。
外
題
「
肇
公
注
金
剛
経
助
覧
」
（
刷
題
築
）
、
内
題
「
肇
公
注
金
剛
経
助
覧
」
、
撰
者
「
後
学
沙
門
金
龍
敬
雄
纂
」
。
序
に
、



ノ

リ

J

ノ

ヲ

ス

シ

ノ

ニ

ス

ノ

ヲ

テ

ニ

ノ

タ

ナ

リ

「
今
葱
壬
午
秋
、
欲
レ
梓
一
一
此
注
一
、
一
番
校
勘
意
、
又
応
一
三
三
子
請
一
、
講
一
一
此
経
疏
一
、
因
想
此
注
甚
簡
、

セ

ハ

ヲ

ク

ン

ク

ハ

メ

ニ

ニ

テ

ノ

ヲ

シ

ヲ

Y

フ

若
孤
一
一
行
之
ゴ
則
初
機
多
滞
、
乃
正
依
一
一
智
者
疏
一
、
芳
採
一
一
諸
家
説
一
、
以
補
一
一
五
紋
漏
一
、
題
臼
二
注
金
剛

経
序
覧
二
玄
」
と
あ
る
。
刊
記
は
ア
と
同
じ
。

(c) 

大
谷
大
学
所
蔵
本

龍
大
本
と
同
じ
く
『
肇
公
注
』
と
『
助
費
』
が
二
冊
で
一
部
に
な
っ
て
い
る
。

ア

『
金
剛
経
註
』

請
求
番
号

内
飴
大
三
四

O
一
l
一
。
外
題
、

ωの
ア
に
同
じ
。
内
題
、
制
・
仰
の
ア
に
同
じ
。
巻
末
の
刊

記
な
し
。

イ
『
助
覧
』

請
求
番
号

内
飴
大
三
四

O
二
｜
一
。
外
題
、

ωの
イ
に
同
じ
。
内
題
、

ωの
イ
に
同
じ
。
巻
末
の
刊
記
は
似
の

イ
に
同
じ
。
刊
記
の
後
に
一
丁
半
に
わ
た
っ
て
「
平
安
書
嬉

興
文
閣
蔵
版
目
録
」
と
し
て
六
十
六
の
書
籍
の
目
録
が
附
さ
れ
て

お
り
、
金
剛
経
関
係
で
は
こ
の
『
肇
公
注
金
剛
経
」
だ
け
で
は
な
く
『
料
金
剛
経
闘
訓
抑
制
全
一
冊
』
「
金
剛
経
六
祖
大
師
解
義

全
三
冊
』
な
ど
の
注
釈
書
が
同
時
に
出
版
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
解
る
。

全
三
冊
』
『
金
剛
経
慧
浄
註

全
二
冊
』
『
金
剛
経
川
老
註

(d) 

悌
教
大
学
所
蔵
本

請
求
番
号

悌
書
三
九
八
。
打
付
外
題
「
注
金
剛
経
」
（
墨
書
）
、
内
題
、
例
・
制
ア
・
付
ア
に
同
じ
。
川
円
か

ら

ωま
で
の
四
書
の
う
ち
で
最
も
傷
み
が
は
げ
し
い
。

し
か
し
こ
の
よ
i

う
に
僧
肇
の
名
が
冠
さ
れ
て
い
く
つ
か
の
刊
本
が
残
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
僧
肇
が
『
金
剛
経
』
に
注
し
た

か
ど
う
か
、
ま
，
た
現
存
の
『
金
剛
経
註
』
が
は
た
し
て
僧
肇
の
撰
し
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
早
く
か
ら
疑
い
が
持
た
れ
て

い
る
の
で
あ
ワ
て
、
湯
用
彫
、
任
継
愈
、
鎌
田
茂
雄
の
諸
氏
は
当
該
書
の
存
在
に
言
及
せ
ず
、
塚
本
善
隆
氏
は
「
仏
教
史
上
に
お
け
る
肇

論
の
意
義
」
に
お
い
て
、
『
肇
論
」
の
外
に
僧
肇
撰
の
名
で
今
日
に
伝
わ
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
、

1

註
維
摩
詰
経
十
巻

謝
霊
運
「
金
剛
般
若
経
注
』
の
基
礎
的
研
究
（
上
）

四
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撃
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四

2

百

三ム
日開

序

3 

長

阿

含

経

序

4

宝

蔵

論

巻

5

党

網

経

序

6 

金
剛
経
註
一
巻

7 

法
華
経
翻
経
後
記
（
法
華
経
伝
記
二
所
収
）

8 

鳩
摩
羅
什
法
師
諒

の
八
書
を
挙
、
げ
、

1 

『
註
維
摩
』
・

2

「
百
論
序
」
・

3

「
長
阿
含
経
序
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
真
撰
で
あ
る
こ
と
を
考
証
し
た
後
、

4 

『
宝
蔵
論
』
以
下
は
僧
肇
の
も
の
と
は
認
め
難
い
と
し
、
『
金
剛
経
註
』
が
僧
肇
の
真
撰
だ
と
は
し
て
い
な
い
。
同
じ
く
牧
田
諦
亮
氏
も

「
肇
論
の
流
伝
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
そ
の
真
撰
を
疑
っ
て
い
る
。

（6
）
『
大
正
蔵
経
』
五
十
巻
三
六
五
頁

a
段
i
三
六
六
頁

a
段。

（7
）
『
大
正
蔵
経
』
五
十
五
巻
一
百
八

1
一
一
四
頁
。

（8
）
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
巻
十
四
頁
上
段
。
ま
た
『
大
正
蔵
経
』
五
十
五
巻
一
一
七

O
頁
c
段。

（9
）
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
史
料
編
纂
掛
編
纂
『
大
日
本
古
文
書
』
「
正
倉
院
編
年
文
書
」
巻
之
三
六
四
七
頁
（
一
九
O
二
年
刊
）
参
照

（
石
田
茂
作
『
写
経
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
仏
教
の
研
究
』
〔
東
洋
文
庫
一
九
三

O
年
〕
の
「
奈
良
朝
現
在
一
切
経
疏
目
録
」
よ
り
検
索
。

ま
た
こ
の
「
奈
良
朝
仏
教
の
研
究
』
に
僧
肇
注
金
剛
経
の
記
載
が
あ
る
こ
と
は
、
後
掲
の
宇
井
論
文
に
よ
っ
て
知
っ
た
）
。

ま
た
僧
肇
注
と
は
記
載
が
な
い
も
の
の
「
金
剛
般
若
経
注
』
に
つ
い
て
の
記
録
が
同
『
大
日
本
古
文
書
』
二
巻
七
一
三
頁
、
八
巻
九
六
・

一
一
五
・
二
二
ニ
頁
、
九
巻
四
四
三
・
四
四
四
頁
、
十
巻
一
四
六
・
一
四
八
頁
、
二
十
巻
三

O
O頁
、
二
十
一
巻
四
・
六
二
・
四
二

O
頁、



ご
十
二
巻
三
九
一
・
五
七
四
頁
に
見
え
る
。

（
刊
）
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
巻
四

O
頁
上
段
。

（
日
）
鷲
尾
順
敬
著
「
増
訂
再
版
、
日
本
仏
家
人
名
辞
書
』
（
東
京
美
術

が
お
ぎ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

キ
ヨ

i
オ
l

敬
雄
（
正
徳
三
年
｛
）
天
明
二
年
、
一
七
一
三

1
一
七
八
二
、
清
の
聖
祖
康
照
五
十
二
年
｛
）
高
宗
乾
隆
四
十
七
年
）
（
日

ケ
イ
イ
ウ

t

紀
）
二
三
七
三
（
）
二
四
四
二
〔
天
台
宗
〕
武
蔵
足
立
吉
祥
寺
の
学
僧
な
り
、
敬
雄
、
字
は
詔
鳳
、
号
は
金
龍
道
人
、
別
号
癌
道
人
、
道
楽
蓄

主
人
と
云
ふ
、
又
南
無
三
宝
と
云
ふ
印
を
用
ふ
、
武
蔵
の
人
な
り
、
幼
に
し
て
出
家
し
、
比
叡
山
に
登
り
て
天
台
の
宗
養
を
学
び
、
後
東
国

に
遊
び
、
江
戸
浅
草
金
龍
山
に
寓
し
て
学
誉
高
く
、
時
人
呼
ひ
て
金
龍
道
人
と
云
ふ
、
遂
に
自
ら
号
と
な
す
、
寛
延
の
初
の
頃
常
野
の
地
方

に
遊
び
、
一
時
日
光
山
に
寓
す
、
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
、
三
十
歳
に
し
て
下
総
正
安
寺
の
法
席
を
董
し
、
幾
も
な
く
輪
王
寺
宮
公
啓
法

親
王
の
懇
命
に
よ
り
、
武
蔵
足
立
の
吉
祥
寺
に
転
し
、
学
誉
一
益
高
し
、
自
ら
書
斎
を
道
楽
番
と
号
し
、
道
楽
番
夜
話
を
作
る
、
明
和
六
年

（
一
七
七

O
）
四
十
七
歳
に
し
て
寺
務
を
辞
し
、
四
方
に
浪
遊
す
、
畿
内
よ
り
長
崎
に
至
り
、
古
跡
霊
地
を
歴
訪
す
、
其
後
美
濃
安
八
の
善

学
院
に
閑
棲
し
て
学
徒
に
接
す
、
安
永
九
年
門
下
の
学
徒
相
謀
り
て
善
学
院
に
師
の
寿
碑
を
立
つ
、
藤
原
公
縄
寿
碑
銘
を
撰
し
て
師
に
贈
る
、

天
明
元
年
の
冬
微
疾
あ
り
、
翌
二
年
正
月
の
初
め
、
予
め
死
期
を
知
り
、
壁
聞
に
浄
土
の
憂
陀
羅
を
掛
け
で
扶
坐
合
掌
し
、
正
月
八
日
曇
然

と
し
で
寂
す
（
一
七
八
二
）
、
寿
七
十
な
り
、
師
平
素
気
象
語
落
、
胸
襟
潤
達
に
し
て
細
行
に
拘
束
せ
す
、
真
言
宗
の
行
願
、
浄
土
宗
の
大

我
等
に
交
深
く
、
共
に
奇
僧
の
名
あ
り
き
、
著
作
天
台
霞
標
三
巻
、
註
金
剛
経
助
賛
、
老
子
玄
賢
、
雨
新
番
詩
集
、
道
楽
番
夜
話
、
各
二
巻
、

紙
材
詩
材
、
紙
林
聯
芳
、
各
一
巻
あ
り
、
（
寿
碑
銘
、
善
学
院
返
信
、
近
世
仏
家
著
作
目
録
稿
本
、
〕

（
ロ
）
湯
用
彫
『
漢
貌
両
晋
南
北
朝
仏
教
史
』
上
冊
二
三
三
頁

1
二
三
六
頁
「
僧
肇
伝
略
」
（
中
華
書
局
一
九
八
三
年
）
。

（
日
）
任
継
愈
主
編
『
中
国
仏
教
史
』
第
二
巻
、
四
七

O
頁
1
五
二
一
頁
（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
一
九
八
五
年
）
。

（M
）
鎌
田
茂
雄
『
中
国
仏
教
史
』
第
二
巻
、
二
八
五
頁

1
二
九
五
頁
（
東
京
大
学
出
版
会
一
九
八
三
年
）
。

（
日
）
塚
本
善
隆
「
仏
教
史
上
に
お
け
る
肇
論
の
意
義
」
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編
『
肇
論
研
究
』
一
四
六
頁

（
団
）
牧
田
諦
亮
「
肇
論
の
流
伝
に
つ
い
て
」
（
『
肇
論
研
究
』
二
七
五
頁
）
。

一
九
一
一
年
）

一
九
五
頁
か
ら
敬
雄
の
伝
を
引
く
。

）
内
は
筆
者

一
九
五
五
年
）
。

謝
霊
運
『
金
剛
般
若
経
注
』
の
基
礎
的
研
究
（
上
）

四
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四

一
方
、
次
に
謝
霊
運
が
『
金
剛
経
』
に
注
し
た
事
実
を
検
し
て
み
る
と
、
や
は
り
『
宋
書
』
謝
霊
運
伝
等
の
根
本
と
な
る
資
料
に
は
そ

の
事
実
は
見
え
ず
、
は
る
か
に
降
っ
て
唐
代
の
李
僚
が
、
長
安
西
明
寺
の
釈
道
世
の
著
わ
し
た
『
集
註
般
若
」
三
巻
の
た
め
に
書
い
た
序

文
「
金
剛
般
若
経
集
註
序
」
に
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

。。。

然
此
党
本
至
秦
弘
始
、
有
羅
什
三
蔵
、
於
長
安
城
創
訳
一
本
：
1

：
兼
有
秦
世
羅
什
・
晋
室
謝
霊
運
・
惰
代
曇
深
・
皇
朝
慧
浄
法
師

等
、
並
器
業
詔
茂
博
雅
治
問
、
耽
味
葱
典
倶
為
注
釈
、
研
考
秘
蹟
威
腸
異
義
（
大
正
蔵
五
十
二
巻
二
六

O
頁

a
段）

ま
た
清
の
無
是
道
人
註
解
の
『
金
剛
経
如
是
解
』
一
巻
に
附
さ
れ
た
性
琢
（
一
五
七
六
’
’
k
J

一
六
五
九
）
の
肢
に
謝
霊
運
の
名
が
見
え
る
。。。

所
見
金
剛
経
註
釈
、
種
類
非
一
、
中
有
釈
論
三
巻
、
乃
天
親
得
之
無
著
、
無
著
得
十
行
偽
於
日
光
定
中
、
出
定
市
授
者
、
嗣
後
謝
霊

。
運
・
曇
疎
・
慧
湾
、
‘
以
至
圭
峯
・
中
峯
、
各
有
発
明
：
：
：
主
般
若
堂
八
十
三
歳
老
僧
性
珠
和
南
謹
識
（
続
蔵
経
三
十
九
套
三
冊
二

O
五
頁
右
上
）

同
じ
く
清
の
仲
之
扉
嚢
纂
の
「
金
剛
経
註
正
説
』

一
巻
に
附
さ
れ
た
、
徐
来
賓
の
「
金
剛
経
註
正
謁
序
」
（
康
照
十
五
年

一
六
七
六
）

に
も
、

0

0

0

 

如
金
剛
一
経
自
鳩
摩
羅
什
訳
之
長
安
：
：
：
即
緯
義
自
謝
霊
運
・
曇
深
註
後
、
越
今
数
十
百
家
、
行
世
者
、
惟
中
峰
・
圭
峰
・
長
水

三
家
言
耳
（
続
蔵
経
三
十
九
套
四
冊
三
二
二
頁
右
下
）

と
あ
っ
て
、
唐
の
李
鵬
限
、
清
の
性
珠
i

徐
来
賓
と
も
金
剛
経
の
注
釈
者
と
し
て
謝
霊
運
の
名
は
挙
げ
て
い
て
も
僧
肇
の
名
を
明
記
し
な
い

の
が
注
目
さ
れ
る
。



ま
た
近
代
の
研
究
で
は
葉
笑
雪
氏
が
そ
の
著
『
謝
霊
運
詩
選
』
後
半
の
「
謝
霊
運
伝
」
の
最
後
に
附
さ
れ
た
著
作
目
録
に
、

金
剛
般
若
経
注
見
文
選
注
及
広
弘
明
集
引
金
剛
経
集
注
序
、
己
供
。

と
し
て
同
書
の
巻
末
の
注
記
に
文
選
李
善
注
所
載
の
侠
文
一
条
と
李
僚
の
「
序
」
を
載
せ
る
も
の
の
『
金
剛
般
若
経
注
』
自
体
は
散
逸
し

た
も
の
と
し
、

ま
た
楊
勇
氏
は
そ
の
「
謝
霊
運
年
譜
」
の
「
元
嘉
八
年
辛
未
（
四
三
二
四
十
七
歳
」
の
項
に
、
『
浬
繋
経
』
の
再
治
、

『
十
四
音
訓
絞
』
の
撰
述
と
と
も
に
「
此
外
金
剛
般
若
経
注
、
亦
士
林
所
推
重
者
」
と
述
べ
、
『
金
剛
般
若
経
注
』
の
存
在
に
言
及
し
て

い
る
。さ
ら
に
顧
紹
柏
氏
は
『
謝
霊
運
集
校
注
』
に
お
い
て
『
金
剛
般
若
経
注
』
の
逸
文
二
条
を
挙
げ
、
同
書
の
制
作
を
、
謝
霊
運
の
三
回
の

京
師
滞
在
の
う
ち
、
第
二
回
目
の
元
嘉
三
年
（
四
二
六
）
春
か
ら
同
五
年
（
四
二
八
）
春
、
秘
書
監
、
侍
中
と
し
て
都
に
あ
っ
た
時
期
、

も
し
く
は
元
嘉
八
年
（
四
三
二
会
稽
太
守
孟
顕
の
告
発
に
弁
明
す
る
た
め
急
ぎ
上
京
し
冬
ま
で
都
で
過
ご
し
た
時
期
の
い
ず
れ
か
で
は

な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
先
学
の
諸
家
の
研
究
に
お
い
て
は
、
謝
霊
運
が
『
金
剛
般
若
経
』
に
注
し
た
こ
と
を
認
定
し
た
上
で
、
『
文
選
』
李
善
注

に
残
さ
れ
た
逸
文
を
引
き
、
『
金
剛
般
若
経
注
』
自
体
は
す
で
に
散
逸
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
の
が
共
通
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
仏
教
学
の
宇
井
伯
寿
氏
の
一
連
の
般
若
経
研
究
の
中
に
「
金
剛
般
若
経
及
び
論
の
翻
訳
並
に
註
釈
」
と
題
す
る
論
文
が
あ
り
、

そ
れ
は
氏
が
「
弥
勤
頒
世
親
釈
の
二
訳
と
無
著
論
の
現
存
の
二
本
」
を
研
究
す
る
た
め
の
「
準
備
」
の
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
前
半
部
分
に
現
存
の
僧
肇
注
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
は
、
実
際
に
は
謝
霊
運
の
手
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
の
注
目
す
べ
き
見
解
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

謝
霊
運
『
金
剛
般
若
経
注
』
の
基
礎
的
研
究
（
上
）

四
五
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宇
井
論
文
の
論
証
方
法
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
宋
代
の
金
剛
経
注
釈
の
一
つ
で
あ
る
曇
応
述
『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
采
微
』
二

巻
（
南
宋

高
宗
紹
興
二
年

一
二
ニ
二
）
（
続
蔵
経
九
十
二
套
一
冊
八
六
頁
右
）

お
よ
び
明
成
祖
纂
輯
洪
蓮
重
刊
『
金
剛
経
註
解
』
四

巻
（
明

英
宗
正
統
三
年

一
四
三
八
）

（
続
蔵
経
三
十
八
套
五
冊
四
二
二
頁
左
）

の
両
書
か
ら
、
「
肇
法
師
日
：
：
：
」
「
謝
霊
運
日

：
：
」
「
智
者
禅
師
（
天
台
智
額
）

日
：
：
：
」
と
あ
る
注
文
を
そ
れ
ぞ
れ
僧
肇
二
十
三
条
、
謝
霊
運
十
五
条
、
天
台
智
額
十
四
条
を
抜
き

出
し
、
現
存
の
伝
僧
肇
撰
『
金
剛
経
註
』

一
巻
（
続
蔵
経
三
十
八
套
三
冊
二

O
八
頁
右
）
お
よ
び
伝
天
台
智
頭
撰
『
金
剛
般
若
経
疏
』

巻
（
大
正
蔵
三
十
三
巻
七
五
頁

a
段
。
ま
た
続
蔵
経
三
十
八
套
五
冊
四

O
九
頁
右
、
元

徐
行
善
『
金
剛
疏
科
釈
』

一
巻
を
も
参
照
）

の

該
当
箇
所
の
注
と
比
較
す
る
。

そ
の
結
果
、
『
金
剛
経
采
微
』
お
よ
び
『
金
剛
経
註
解
』
か
ら
抜
き
だ
し
た
「
謝
霊
運
日
：
：
：
」
と
あ
る
注
文
十
五
条
は
、

一
二
の
文

字
の
相
違
を
除
い
て
は
す
べ
て
現
存
の
伝
僧
肇
撰
の
『
金
剛
経
註
』

一
巻
の
該
当
箇
所
に
一
致
し
、
同
じ
く
『
采
微
』
お
よ
び
『
註
解
』

か
ら
抜
き
出
し
た
「
肇
法
師
日
：
：
：
」
と
あ
る
注
文
二
十
三
条
は
こ
と
ご
と
く
現
存
の
伝
僧
肇
注
の
言
と
一
致
せ
ず
、
さ
ら
に
「
智
者

禅
師
日
：
：
：
」
と
あ
る
注
文
十
四
条
も
す
べ
て
現
存
の
伝
天
台
智
顕
撰
『
金
剛
経
疏
』
と
一
致
し
な
い
。
従
っ
て
次
の
よ
う
な
結
論
が

導
か
れ
る
。
「
：
：
：
此
の
如
き
事
実
か
ら
推
定
し
て

ご
）
、
現
流
の
僧
肇
註
と
称
せ
ら
る
る
も
の
は
実
は
謝
霊
運
の
註
な
る
こ
と
、

会
己
、
僧
肇
の
註
は
既
に
散
逸
し
て
、
唯
断
片
の
み
知
ら
れ
て
其
全
体
は
現
今
に
て
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
、

会
己
、
現
今
天
台
大
師
の
疏
と
称
せ
ら
る
る
も
の
は
大
師
の
真
撰
の
疏
と
は
異
り
、
後
世
の
も
の
な
る
こ
と
、

（四）
1

天
台
大
師
の
疏
も
散
逸
し
て
、
現
今
と
し
て
は
断
片
の
み
知
ら
る
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
、

は
殆
ど
疑
な
い
所
で
あ
る
ー
。
故
に
全
く
失
は
れ
た
と
思
は
れ
た
謝
霊
運
の
註
は
現
存
し
て
居
る
の
で
あ
り
、
又
何
人
か
の
疏
が
現
存
し
て



古
く
か
ら
之
を
天
台
大
師
の
著
と
誤
つ
で
居
た
t

の
で
あ
る
。
」

こ
の
よ
う
に
宇
井
論
文
で
は
僧
肇
・
謝
霊
運
・
智
顕
あ
わ
せ
て
五
十
二
条
の
注
文
が
前
掲
の
『
采
微
』
お
よ
び
『
註
解
』
二
書
よ
り
抽

出
さ
れ
て
論
文
に
箇
条
書
き
さ
れ
、

お
そ
ら
く
氏
の
手
元
に
置
か
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
伝
僧
肇
撰
「
金
剛
経
註
』
お
よ
び
伝
天
台
智
顕
撰

『
金
剛
経
疏
』
と
比
較
さ
れ
た
結
果
、
前
記
の
（
一
）

か
ら

（
四
）
ま
で
の
結
果
が
導
き
出
さ
れ
た
わ
け
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
宇
井
論
文

の
研
究
の
目
的
が
『
金
剛
経
』
注
釈
に
お
け
る
弥
勅
・
無
著
・
世
親
の
三
大
論
師
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
主
眼
が
あ
り
（
そ
の

成
果
は
宇
井
伯
寿
著
大
乗
仏
教
研
究
一

『
大
乗
仏
典
の
研
究
』
〔
岩
波
書
店

一
九
六
三
年
〕
に
結
実
し
て
い
る
）
、
こ
の
「
金
剛
般
若
経

及
び
論
の
翻
訳
並
に
註
釈
」
の
論
文
は
あ
く
ま
で
「
そ
れ
に
対
す
る
準
備
に
外
な
ら
ぬ
も
の
」
と
位
置
づ
け
て
お
ら
れ
る
事
と
も
関
係
し

ょ
う
が
、
e

三
書
か
ら
抽
出
さ
れ
た
僧
肇
・
謝
霊
運
・
智
顕
の
注
文
五
十
二
条
は
論
文
に
示
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
こ
の
五
十
二
条
と
比

較
対
照
さ
れ
る
べ
き
相
手
で
あ
る
伝
僧
肇
撰
『
金
剛
経
註
』
と
伝
天
台
智
頭
撰
『
金
剛
経
疏
』
の
該
当
箇
所
が
論
文
に
示
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
読
者
に
と
っ
て
は
一
致
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
判
断
で
き
ず
、
宇
井
論
文
の
説
の
当
否
を
検
証
す
べ
き
根
拠
が
提
示
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
以
下
、
宇
井
論
文
の
体
裁
に
な
ら
い
つ
つ
、
『
金
剛
経
註
』

の
注
文
も
併
わ
せ
記
し
て
比
較
対
照
の
作
業
を
改

め
て
行
う
こ
と
に
し
た
い

（
宇
井
論
文
で
は
同
時
に
考
証
が
行
わ
れ
て
い
る
伝
天
台
智
顎
撰
『
金
剛
経
疏
』
の
注
文
対
照
に
つ
い
て
は
当

面
の
目
的
で
は
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
除
外
す
る
）
。

（
口
）
李
僚
が
別
に
撰
し
た
「
大
唐
故
翻
経
大
徳
益
州
多
宝
寺
道
図
法
師
碑
文
」
（
『
金
石
奉
編
』
巻
五
十
四
）
に
は
、
唐
の
高
宗
龍
朔
三
年
（
六

六
三
）
の
年
号
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
日
）
葉
笑
雪
『
謝
霊
運
詩
選
』
（
上
海
古
籍
出
版
社

一
九
五
七
年
）

一
九
一
頁
。

謝
霊
運
『
金
剛
般
若
経
注
』
の
基
礎
的
研
究
（
上
）

四
七
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（
問
）
楊
勇
「
謝
霊
運
年
譜
」
（
『
鏡
宗
顕
教
授
南
遊
贈
別
論
文
集
』
一
三
九
頁
香
港
一
九
七

O
年）。

（
却
）
顧
紹
柏
『
謝
霊
運
集
校
注
』
（
中
州
古
籍
出
版
社
一
九
八
七
年
）
三
六
九
頁
参
照
。

（
幻
）
宇
井
伯
寿
「
金
剛
般
若
経
及
び
論
の
翻
訳
並
に
註
釈
」
一
九
＝
二
年
十
月
稿
（
『
宇
井
伯
寿
著
作
選
集
』
第
六
巻

版
社
一
九
六
七
年
）
参
照
。

宇
井
論
文
の
存
在
は
、
荒
牧
典
俊
氏
の
論
文
「
中
国
に
お
け
る
仏
教
受
容
｜
｜
『
理
』
の
一
大
変
｜
｜
」
（
大
阪
大
学
文
学
部
『
日
本

語
・
日
本
文
化
研
究
論
集
』
第
4
号
一
九
八
八
年
）
の
指
摘
に
よ
っ
て
知
り
得
た
。
荒
牧
氏
は
同
論
文
に
お
い
て
、
古
代
的
な
帝
王
政
治

原
理
と
し
て
の
「
理
」
が
、
郭
象
・
鳩
摩
羅
什
・
佐
一
道
生
・
謝
霊
運
を
経
て
中
世
的
な
実
践
哲
学
原
理
と
し
て
の
「
理
」
へ
と
一
大
変
し
、

北
朝
、
さ
ら
に
は
惰
唐
近
世
へ
と
展
開
す
る
道
す
じ
を
大
き
く
跡
づ
け
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
荒
牧
氏
も
、
創
価
大
学
の
菅
野
博
史
氏
の
口
頭

に
よ
る
示
教
に
よ
っ
て
宇
井
論
文
の
存
在
を
知
り
得
た
旨
、
論
文
の
注
記
に
記
し
て
お
ら
れ
る
。
荒
牧
・
菅
野
両
氏
の
学
思
に
感
謝
し
た
い
。

一
六
一
頁

大
東
出

五

宇
井
論
文
で
は
『
采
微
』
と
「
註
解
』
の
二
書
か
ら
の
引
用
に
よ
っ
て
考
証
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
注
文
の
抽
出
お
よ
び

比
較
対
照
に
使
用
す
る
書
籍
を
次
の
八
書
に
広
げ
る
こ
と
に
す
る
。

A
普

僧
肇
注
『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
註
』
一
巻
（
金
剛
経
註
〕
（
続
蔵
経
三
十
八
套
三
冊
二

O
八
頁
右
上
）

曇
応
述
『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
采
微
』
二
巻
〔
金
剛
経
采
微
〕
（
続
蔵
経
九
十
二
套
一
冊
八
六
頁
右
上
）

楊
圭
・
潜
舜
龍
等
輯
『
十
七
家
解
註
金
剛
経
』
四
巻
〔
金
剛
経
十
七
家
注
〕
（
明

万
暦
元
年
（
一
五
七
三
〕
刊
本

京
都
大

B
宋
C 
』ιー
オて学

人
文
科
学
研
究
所

松
本
文
庫
蔵
）

D
明
成
祖
（
太
宗
）
t

朱
様
集
注
『
金
剛
経
集
注
』

一
巻
〔
明
御
纂
本
金
剛
経
集
注
〕
（
明

永
楽
二
十
一
年
〔
一
四
二
三
〕
内
府
刻



本
影
印
、

上
海
古
籍
出
版
社

一
九
六
四
年
）

E 
明

成
祖
（
太
宗
）
纂
輯
洪
蓮
重
刊
『
金
剛
経
註
解
』
四
巻
〔
金
剛
経
五
十
三
家
注
〕
（
続
蔵
経
三
十
八
套
五
冊
四
二
二
頁
左
上
）

韓
巌
集
解
程
衷
懇
補
注
『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
補
註
」
二
巻
（
金
剛
経
補
註
〕
（
続
蔵
経
九
十
二
套
三
冊
二
五
三
頁
左
上
）

無
是
道
人
注
解
『
金
剛
経
如
是
解
』
一
巻
（
金
剛
経
如
是
解
〕
（
続
蔵
経
三
十
九
套
三
冊
一
八
五
頁
左
上
）

存
吾
闇
説
『
金
剛
経
聞
説
』
二
巻
〔
金
剛
経
闇
説
〕
（
続
蔵
経
九
十
二
套
四
冊
四

O
六
頁
右
上
）

F 
明
G
清
H
清

作
業
の
手
順
な
ら
び
に
表
の
構
成
は
左
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
0

1
1
 

B

（
金
剛
経
采
微
〕
お
よ
び

E
〔
金
剛
経
五
十
三
家
注
〕
か
ら
、
「
肇
法
師
日
：
：
：
」
あ
る
い
は
「
謝
霊
運
臼
：
：
：
」
等
の
表
現

に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
僧
肇
と
謝
霊
運
の
注
文
を
す
べ
て
抜
き
出
す
。

(2) 

ωに
よ
っ
て
得
ら
れ
た
注
文
に
対
応
す
る
部
分
を
A

〔
金
剛
経
註
〕
に
求
め
、

A
の
注
文
と

ωに
よ
っ
て
抽
出
さ
れ
た
B

・E
と

の
注
文
を
比
較
対
照
す
る
。

(3) 

そ
の
際
、
文
章
が
同
じ
部
分
が
あ
れ
ば
傍
線
で
示
し
、
そ
の
前
後
や
中
間
の
若
干
の
一
致
し
な
い
部
分
に
は
ム
印
を
つ
け
、
注
意

を
喚
起
す
る
（
し
か
し
文
章
が
全
く
異
な
る
場
合
に
は
ム
印
で
示
す
事
は
し
な
い
）
。

右
を
大
原
則
と
し
、

ω（）
ωま
で
は
附
則
で
あ
る
。

ω
表
の
全
体
の
分
量
の
関
係
上
、

F
（
金
剛
経
補
注
〕
、

G
h金
剛
経
如
是
解
）
、

H

〔
金
剛
経
闇
説
〕
に
つ
い
て
は
僧
肇
の
言
を
抜

き
出
す
こ
と
を
せ
ず
、
謝
霊
運
の
言
の
み
を
取
り
出
し
、
同
じ
く

ωの
作
業
を
行
な
う
。

(5) 

A

〔
金
剛
経
註
〕
に
は
本
来
記
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
便
宜
の
た
め
に
梁
の
昭
明
太
子
が
作
っ
た
と
い
わ
れ
る
「
三
十
二
分

謝
霊
運
『
金
剛
般
若
経
注
』
の
基
礎
的
研
究
（
上
）

四
九
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五。

分
目
」
に
従
い
、
「
O
法
会
因
由
分
第
こ
の
よ
う
に
分
節
を
示
し
た
o

n
h
u
 

分
節
の
す
ぐ
左
に
示
さ
れ
る
の
が
経
の
本
文
（
経
の
本
文
は
A

（
金
剛
経
註
〕
所
載
の
も
の
に
従
っ
て
い
る
。
ま
た
注
に
関
係
あ

る
部
分
だ
け
で
、
金
剛
経
の
全
文
を
引
く
こ
と
は
し
て
い
な
い
て
そ
の
左
に
通
し
番
号
を
附
し
て
な
ら
べ
ら
れ
て
い
る
の
が
注
文

で
あ
る
。
注
文
の
上
の
《

》
印
の
中
は
、
本
文
の
い
か
な
る
言
葉
に
注
し
た
の
か
を
筆
者
が
推
定
し
て
、
示
し
た
も
の
。

(9) (8) (7) 

注
文
の
通
し
番
号
の
上
の
＊
印
は
、
宇
井
論
文
で
す
で
に
引
か
れ
て
い
る
条
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

句
読
は
不
備
な
点
が
多
多
あ
る
も
の
の
、

一
応
、
続
蔵
経
の
も
の
に
従
つ
で
あ
る
。

検
索
の
便
の
た
め
、
注
文
に
は
す
べ
て
続
蔵
経
等
の
頁
数
・
行
数
を
示
し
た
。

『
金
剛
般
若
経
』
僧
肇
・
謝
霊
運
注
文
対
照
表
（
前
半
）

O
法
会
因
由
分
第
一

女日
天E1

《
如
是
》
仏
臨
泥
沼
時
、
侍
者
請
日
、

一
切
経
首
、

皆
致
何
等
、
仏
勅
阿
難
、
応
言
如
是
乃
至
時
衆
也
、
如
我
所
伝
、
如
仏
所
説
、

称
如
是
也

A

（
金
剛
経
註
〕
（
三
八
套
三
冊
二

O
八
頁
左
下
五
行
）

＊
2

《
如
是
〉
肇
師
謂
、
如
是
者
、
信
順
之
辞
、
信
則
所
聞
之
理
会
、
順
則
師
資
之
道
成

B

〔
金
剛
経
采
微
〕
（
九
二
套
一
冊
八
七
頁

右
下
一
六
行
）

我
聞



3
3
〈
我
聞
》
若
従
位
伝
問
、
不
必
如
是
、
我
親
承
金
口
、
而
聞
事
非
謬
突

A

（
金
剛
経
註
〕
（
三
八
套
三
冊
二

O
八
頁
左
下
九
行
）

＊
4

《
我
聞
》
肇
師
云
、
明
出
経
者
親
承
聖
旨
、
無
伝
聞
之
謬

B

（
金
剛
経
采
微
〕
（
九
二
套
一
冊
八
七
頁
左
上
一
一
行
）

5

《一》

謂
是
自
問
当
理
、
以
不
自
不
当
理
、
伝
之
何
為
、
言
則
当
理
、
理
亦
如
言
、
言
理
不
差
、
故
言
一
也

A

〔
金
剛
経
註
）

（
三
八
套
三
冊
二

O
八
頁
左
下
一
二
行
）

時
6

《時》

雄
日
当
理
、
容
不
得
時
、
若
不
得
時
、
何
能
悟
人
、
明
聖
不
虚
説
、
言
必
会
機
、
時
哉
之
説
也

A

〔
金
剛
経
註
〕
（
三

人
套
二

O
八
頁
左
下
一
五
行
）

＊
7

《
一
時
》
肇
法
師
目
、

一
時
者
、
説
此
般
若
時
也

E

〔
金
剛
経
五
十
三
家
注
〕
（
三
八
套
五
冊
四
二
六
頁
左
下
六
行
）

O
善
現
起
請
分
第

時
長
老
須
菩
提
、
在
大
衆
中
、
即
従
座
起
、
偏
担
右
肩
、
右
膝
著
地
、
合
掌
恭
敬

8

《
恭
敬
》
夫
神
鍾
［
「
神
鍾
」
疏
作
「
鉦
鐘
」
］
雄
朗
、
非
担
而
不
鳴
、
聖
不
孤
応
、
影
響
唯
仁
、
師
尊
道
重
、
故
魁
［
「
魁
」
作

「
克
」
］
敬
尽
恭
也

A

〔
金
剛
経
註
〕
（
三
八
套
二

O
九
頁
右
下
七
行
）

＊
9

《
合
掌
》
肇
師
云
、
請
法
之
相

B

〔
金
剛
経
采
微
〕
（
九
二
套
一
冊
八
九
頁
右
下
一
五
行
）

唯
然
世
尊
、
願
楽
欲
閉

山
《
唯
然
》
慈
戒
［
「
戒
」
疏
作
「
誠
」
］
許
説
、
敬
粛
傾
心

ム

ム

ム

l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

日
《
唯
然
》
謝
公
云
、
慈
戒
許
説
、
敬
粛
傾
心

A

〔
金
剛
経
註
〕
（
三
八
套
三
冊
二

O
九
頁
左
上
二
一
行
）

B

〔
金
剛
経
采
微
〕
（
九
二
套
一
冊
九

O
頁
右
上
七
行
）

謝
霊
運
「
金
剛
般
若
経
注
』
の
基
礎
的
研
究
（
上
）

五



悌
教
大
聖
大
聖
院
研
究
紀
要
通
巻
第
二
十
競

五

O
大
乗
正
宗
分
第
三

O
妙
行
無
住
分
第
四

復
次
須
菩
提
、
菩
薩
於
法
応
無
所
住
、
行
於
布
施
、
所
謂
不
住
色
布
施
、
不
住
声
香
味
触
法
布
施

ロ
《
無
住
・
布
施
》
次
答
住
行
、
即
明
法
空
、
謂
法
弥
噴
、
略
挙
内
則
六
度
、
外
為
六
塵
、
内
外
諸
法
、
斯
皆
因
縁
無
性
、
因
縁
無
性
、

則
心
無
停
処
、
故
応
無
住
也
、
ー
捨
心
無
怯
、
謂
之
布
施
、
無
相
可
存
、
何
怯
之
有
、
施
為
六
度
之
首
、
塵
為
法
生
之
基

［
寸
基
」
疏
作
「
機
」
］
、
二
法
皆
空
、
子
何
不
尽
、
既
得
法
空
、
解
明
行
立
、
無
復
退
失
、
故
言
住
也

A

〔
金
剛
経

註
〕
（
三
八
套
三
冊
一
二

O
頁
右
上
三
行
）

日
《
布
施
》
肇
法
師
目
、
会
万
法
帰
子
自
己
者
、
其
惟
聖
人
乎

D

〔
明
御
纂
本
金
剛
経
集
注
〕
（
四
四
頁
三
行
）

須
菩
提
、
菩
薩
但
応
如
所
教
住

ム

U
《
教
住
》
聖
言
無
謬
、
理
不
可
越
、
、
但
当
如
仏
所
教
而
安
心
也

A

〔
金
剛
経
註
〕
（
三
八
套
三
冊
一
二

O
頁
右
下
三
行
）

ム

ム

ム

ム

I
l
l
i－
－
－
－

B
i
l
l
i－
－
－
－
－

I
l
l
i
t－
－
－
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ム

＊
日
《
教
住
》
謝
霊
運
日
、
聖
言
無
謬
、
理
不
可
越
、
但
当
如
仏
所
教
而
安
心
耳

E

〔
金
剛
経
五
十
三
家
注
〕
（
三
八
套
五
冊
四
三
四

頁
左
下
一
六
行
）

ム

ム

ム

ム

l

l

l

A

M
《
教
住
》
謝
霊
運
日
、
聖
言
無
謬
、
理
不
可
越
、
但
当
如
仏
所
教
市
安
心
耳

H

（
金
剛
経
闇
説
〕
（
九
二
套
四
冊
四

O
八
頁
右
下

九
行
）

O
如
理
実
見
分
第
五

O
正
信
希
有
分
第
六

無
法
相
、
亦
無
非J
法
相



A

〔
金
剛
経
註
〕
（
三
八
套
三
冊
一
二

O
頁
左
下
一

O
行）

＊
同
《
無
法
相
》
肇
法
師
日
、
無
法
相
者
、
明
法
非
有
、
遺
著
有
心
也
、
亦
無
非
法
相
者
、
明
法
非
無
、
遺
著
無
心
也

M
J
A無
法
掲
〉
，
無
因
縁
法
相
～
亦
無
無
因
縁
之
非
法
相

E

〔
金
剛
経
五

十
三
家
注
〕
（
三
八
套
五
冊
四
三
六
頁
左
上
六
行
）

O
無
得
無
説
分
第
七

非
法
非
非
法

A
 

mw
《
非
法
》
非
法
則
不
有
、
非
非
法
故
不
無
、
有
無
並
無
、
理
之
極
也

ム

A

ム

ム

l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
I
l
l
l
ム
i
l－
－

l
i
l
i
l
i－
－

－

－

＊
初
《
非
法
》
謝
霊
運
日
、
非
法
則
不
有
、
非
非
法
則
不
無
、
有
無
並
無
、
理
之
極
也

A

（
金
剛
経
註
）
（
三
八
套
三
冊
一
一
一
一
真
右
下
六
行
）

E

〔
金
剛
経
五
十
三
家
注
〕
（
三
八
套
五
冊
四

三
七
頁
左
下
六
行
）

A

A

l

l

i
－

－

I

l

l

i

－

－

a
 

況
《
非
法
〉
謝
云
、
非
法
則
不
有
、
非
非
法
則
不
無
、
有
無
並
無
、
理
之
極
也

G

〔
金
剛
経
知
是
解
〕
（
三
九
套
三
冊
一
八
九
頁
左

下一

O
行）

ム
ム

l

l

l

A

幻
《
非
法
》
謝
目
、
非
法
、
則
不
有
、
非
非
法
、
則
不
無
、
有
無
並
無
、
理
之
極
也

H

（
金
剛
経
闇
説
〕
（
九
二
套
四
冊
四

O
八
頁

左
上
一
四
行
）

O
依
法
出
生
分
第
八

何
以
故
、
是
福
徳
即
非
福
徳
性
、
是
故
如
来
説
福
徳
多

お
《
非
福
徳
性
》
福
徳
無
性
、
可
以
因
縁
増
多
、
多
則
易
差
、
故
即
遺
之
耳

A

〔
金
剛
経
註
〕
（
三
八
套
三
冊
一
一
一
一
頁
右
下
一
六

行）

ム

A

A

ム

＊
M
《
非
福
徳
性
》
謝
霊
運
目
、

ム

I
l
l
1
1
1
i

福
徳
無
性
、
可
以
因
縁
増
多
、
多
則
易
著
、
故
即
遣
之

E

〔
金
剛
経
五
十
三
家
注
〕
（
三
八
套
五
冊

謝
霊
運
『
金
剛
般
若
経
注
』
の
基
礎
的
研
究
（
上
）

五



悌
教
大
撃
大
同
学
院
研
究
紀
要
通
巻
第
二
十
競

五
回

四
三
八
頁
左
下
一
五
行
）

O
一
相
無
相
分
第
九

須
菩
提
、
於
意
云
何
、
斯
陀
含
能
作
是
念
我
得
斯
陀
含
果
不
、
須
菩
提
言
、
不
也
、
世
尊
、
何
以
故
、
斯
陀
含
名
一
往
来
、
而
実
無
往
来
、

是
名
斯
陀
合
、

須
菩
提
、
於
意
云
何
、
阿
那
含
能
作
是
念
我
得
阿
那
含
果
不
、
須
菩
提
言
、
不
也
、
世
尊
、
何
以
故
、
阿
那
含
名
為
不
来
而
無
不
来
、
是

故
名
阿
那
含

お
《
一
往
来
・
無
往
来
》
注
文
な
し

A

（
金
剛
経
註
〕
（
三
八
套
三
冊
一
一
一
一
頁
左
下
三
行
）

＊
お
《
一
往
来
・
無
往
来
》
肇
師
云
、
証
無
為
果
、

｜
｜
ム
｜
｜
ム

＊
幻
《
一
往
来
・
無
往
来
》
肇
法
師
目
、

l
l
l
ム
l
I
l
l
i－
－

I
l
l
l
1
’
ム

果
時
、
不
見
往
来
相
也

不
見
往
来
相

B

（
金
剛
経
采
微
〕
（
九
二
套
一
冊
九
五
頁
左
上
八
行
）

一
往
来
者
、

一
生
天
上
、

一
生
人
中
、
便
得
浬
繋
、
故
名
一
往
来
、
而
実
無
往
来
者
、
証
無
為

E

〔
金
剛
経
五
十
三
家
注
〕
（
三
八
套
五
冊
四
四
一
頁
右
下
九
行
）

須
菩
提
、
於
意
云
何
、
阿
羅
漢
能
作
是
念
我
得
阿
羅
漢
道
不
、
須
菩
提
言
、
不
也
、
世
尊
、
何
以
故
、
実
無
有
法
名
阿
羅
漢
、
世
尊
若
阿

羅
漢
作
是
念
我
得
阿
羅
漢
道
、
即
為
著
我
人
衆
生
寿
者

ム

八

お
《
阿
羅
漢
》
阿
羅
漢
者
、
無
生
也
、
相
滅
生
尽
、
謂
之
無
生
、
若
計
念
則
見
我
人
、
起
相
受
生
、
非
謂
羅
漢
、
諸
果
類
亦
応
爾
、
但

随
義
異
明
耳

A

（
金
剛
経
註
〕
（
三
八
套
一
一
一
一
頁
左
下
一
一
行
）

ム
ム
ム
ム
1
i
l
i
l
i－
－

I
l
l
i－
－

－

I

l

l

i－
－

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

l
A

（

g
A

＊
却
《
阿
羅
漢
》
謝
霊
運
日
、
阿
羅
漢
者
、
ー
無
生
也
、
相
滅
生
尽
、
謂
之
無
生
、
若
有
計
念
、
則
見
我
人
起
相
也

E

（
金
剛
経
五
十

家
注
〕
（
三
八
套
五
冊
四
四
二
頁
右
上
三
行
）

以
須
菩
提
実
無
所
行
予
而
名
須
菩
提
，
是
楽
阿
蘭
那
行



I
l
l
i－－
－

1
1
1
1
1
1
ム

初
《
名
須
菩
提
是
楽
阿
蘭
那
行
》
得
名
不
虚
、
必
積
［
「
積
」
疏
「
称
」
］
実
也

A

〔
金
剛
経
註
〕
（
三
八
套
三
冊
二
一
二
頁
右
上
五

行

A

ム

A

l

l

i
－

－

i
l
i
l
i－
－
－
ー
ム

1
1
1
1
1

＊
況
《
名
須
菩
提
是
楽
阿
蘭
那
行
》
謝
公
云
、
得
名
不
虚
、
必
称
実
也

B

〔
金
剛
経
采
微
〕
（
九
二
套
一
冊
九
六
頁
右
下
二
一
行
）

O
荘
厳
浄
土
分
第
十

不
也
、
世
尊
、
何
以
故
、
荘
厳
仏
土
者
、
即
非
荘
厳
、
是
名
荘
厳

ロ
《
荘
厳
》
相
或
［
「
或
」
疏
作
「
惑
」
］
必
土
械
、
虚
明
則
国
浄

A

（
金
剛
経
註
）
（
三
八
套
三
冊
二
二
一
頁
右
上
一
二
行
）

＊
お
《
荘
厳
》
肇
法
師
日
、
是
名
離
相
荘
厳
仏
土

E

〔
金
剛
経
五
十
三
家
注
〕
（
三
八
套
五
冊
四
四
三
頁
左
下
一
七
行
）

O
無
為
福
勝
分
第
十

須
菩
提
、
如
恒
河
中
所
有
沙
数
、
如
是
沙
等
恒
河
、
於
意
云
何
、
是
諸
恒
河
沙
、
寧
為
多
不
、
須
菩
提
言
、
甚
多
、
世
尊
、
但
諸
恒
河
、

尚
多
無
数
、
何
況
其
沙
、
須
菩
提
、
我
今
実
言
告
汝
、
若
有
善
男
子
善
女
人
、
以
七
宝
満
爾
所
恒
河
沙
数
三
千
大
千
世
界
、
以
用
布
施
、

得
福
多
不
、
須
菩
提
言
、
甚
多
、
世
尊
、
仏
告
須
菩
提
、
若
有
善
男
子
善
女
人
、
於
此
経
中
、
乃
至
受
持
四
句
備
等
、
為
他
人
説
、
市
此

福
徳
、
勝
前
福
徳

川
社
《
勝
前
福
徳
》
第
二
広
格

A

〔
金
剛
経
註
〕
（
三
八
套
三
冊
二
一
二
頁
右
下
一
一
行
）

＊
お
《
勝
前
福
徳
》
肇
法
師
目
、
良
由
施
福
是
染
、
況
溺
三
有
〈
三
有
、
謂
三
界
、
三
界
不
離
於
有
、
故
謂
之
三
有
〉
持
経
福
浄
、
超
昇

彼
岸
、
是
故
勝
也

E

〔
金
剛
経
五
十
三
家
注
）
（
三
八
套
四
四
六
頁
右
上
七
行
）

（
未
完
）

22 

続
蔵
本
刊
行
の
底
本
と
な
っ
た
蔵
経
書
院
旧
蔵
書
は
京
都
大
学
附
属
図
書
館
に
蔵
経
書
院
文
庫
と
し
て
一
括
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
続

謝
霊
運
『
金
剛
般
若
経
注
』
の
基
礎
的
研
究
（
上
）

五
五



傍
教
大
島
子
大
出
向
子
院
研
究
紀
要
通
巻
第
二
十
競

五
六

蔵
本
『
金
剛
経
註
』
の
底
本
も
当
然
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
と
判
断
し
、
京
大
図
書
館
の
蔵
経
書
院
文
庫
の
カ
l
ド
ボ
ッ
ク
ス
を
検
し
た
が
、

当
該
書
の
カ

l
ド
を
探
し
出
す
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
蔵
経
文
庫
は
す
べ
て
貴
重
書
扱
い
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
担
当
の
係
官
に
そ
の
金
剛

経
関
係
の
諸
書
が
置
か
れ
て
い
る
棚
を
調
べ
て
い
た
だ
い
た
が
、
『
金
剛
経
註
』
は
蔵
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。
推
測
に
し
か
す
ぎ

な
い
が
、
後
の
注
（
況
）
に
記
す
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
、
敬
雄
が
撰
し
た
『
肇
公
注
金
剛
経
助
費
』
と
二
冊
で
一
部
に
な
っ
て
い
る
宝
暦

十
三
年
刊
の
『
肇
公
注
金
剛
経
』
（
例
え
ば
四

0
1四
一
頁
に
挙
げ
た
龍
谷
大
学
も
し
く
は
大
谷
大
学
所
蔵
本
等
）
を
底
本
と
し
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
『
金
剛
経
註
』
に
限
ら
ず
続
蔵
経
の
底
本
に
つ
い
て
は
未
解
決
の
問
題
が
今
な
お
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
『
昭
和
法
宝
目
録
』
第
三
巻
の
「
建
仁
寺
両
足
院
蔵
書
目
録
」
（
原
本
は
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
蔵
）
九
七
七
頁
b
段
に
は
、

「
肇
注
金
剛
経
（
写
有
注
記
）
こ
と
あ
っ
て
写
本
の
存
在
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
未
見
で
あ
る
。

な
お
宝
暦
十
三
年
刊
本
に
は
い
ず
れ
も
「
肇
公
注
金
剛
経
」
（
刷
外
題
）
の
よ
う
に
「
注
」
が
使
わ
れ
て
「
註
」
の
字
は
使
用
さ
れ
て
い

な
い
が
、
謝
霊
運
の
「
注
」
と
区
別
す
る
た
め
、
便
宜
上
続
蔵
経
の
目
録
の
表
記
｜
｜
「
金
剛
経
註
」

i
lに
従
っ
て
お
く
。

（
お
）
巻
首
に
紹
興
壬
子
（
一
一
三
二
）
の
年
号
を
持
つ
曇
応
の
銭
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

蔵
経
書
院
文
庫
に
写
本
が
蔵
さ
れ
て
お
り
、
請
求
番
号
は
蔵
｜

5
・
コ
・
況
。
続
蔵
経
刊
行
の
た
め
に
他
の
刊
本
よ
り
書
写
さ
れ
た
ご

く
新
し
い
写
本
で
、
墨
書
の
上
に
朱
筆
で
校
正
が
書
き
入
れ
て
あ
る
。
続
蔵
本
で
は
何
も
記
載
は
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
原
写
本
の
上
巻

の
末
尾
に
は
朱
筆
の
×
印
で
抹
消
さ
れ
て
は
い
る
が

左
街
録
主
管
教
門
公
事
圏
覚
院
住
持
妙
慧
弁
才
大
師
思
彦
捨
板
一
副
」
浄
教
院
住
持
伝
教
通
壁
大
師
如
浄
捨
銭
書
字
」
乾
道
元
年

八
月
十
五
日
侍
者
比
丘
法
新
募
縁
関
板
」

の
刊
記
が
見
て
と
れ
、
乾
道
元
年
（
一
二
ハ
五
）
に
募
縁
開
板
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

同
じ
く
下
巻
の
末
尾
に
は
「
右
街
僧
録
主
管
教
門
公
事
上
天
竺
住
持
伝
教
比
丘
若
前
助
縁
一
十
五
千
省
」
ほ
か
十
五
名
の
助
縁
者
の
名
前

が
記
さ
れ
て
い
る
。

（M
）
「
十
七
家
解
註
金
剛
経
』
の
呼
称
は
『
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
漢
籍
目
録
』
に
よ
る
。
松
本
文
庫
所
蔵
本
（
請
求
番
号
松
本
文
庫

一
八

O
O）
を
見
る
と
外
題
に
は
「
金
剛
経
十
七
家
注
」
（
書
題
簸
）
と
な
っ
て
お
り
、
十
七
家
注
が
世
称
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
巻
一
十
三
葉
裏
に
記
さ
れ
た
刊
記
は
次
の
と
お
り
。

此
経
全
部
共
計
二
百
二
十
五
葉
」
分
為
四
巻
以
成
書
式
大
字
楢
書
」
方
便
老
眼
外
心
経
節
要
一
部
附
」
葱
統
施
印
板
見
貯
三
山
南
台

后
」
浦
復
初
庵
十
方
有
縁
法
審
或
求
」
印
者
聴
其
自
便
万
暦
元
年
題
記
」



巻
首
に
二
葉
の
絵
相
な
ら
び
に
青
除
災
金
剛
等
の
十
二
図
と
宋
の
紹
定
辛
卯
（
一
二
三
一
）

（
お
）
上
海
古
籍
出
版
社
の
影
印
本
の
解
題
は
次
の
通
り
。

《
金
剛
経
集
注
》
、
原
有
南
宋
紹
定
楊
圭
十
七
家
釈
義
四
巻
、
後
演
為
五
十
三
家
注
四
巻
。
明
御
纂
本
塀
除
五
十
三
家
本
中
伝
為
梁
昭

明
太
子
所
作
三
十
二
分
分
目
、
略
減
注
者
数
家
、
市
益
以
三
十
余
種
経
文
或
注
文
、
哀
成
一
巻
。
清
黄
虞
稜
《
千
頃
堂
書
目
》
著
録
有
、

「
〈
太
祖
集
注
金
剛
経
一
巻
〉
、
成
祖
御
製
序
。
」
考
本
書
成
祖
序
文
、
「
朕
夙
欽
大
覚
、
仰
慕
真
如
、
間
関
諸
編
、
選
其
至
精
至
要
経

旨
弗
違
者
、
重
加
纂
輯
、
特
命
鍍
梓
、
用
広
流
伝
。
」
可
知
此
書
為
成
祖
自
行
重
纂
。
明
太
祖
集
注
本
今
未
之
見
、
但
成
祖
男
有
永
楽

九
年
五
月
初
一
日
御
製
序
（
見
清
部
恒
《
金
剛
経
輯
注
V

転
録
）
、
与
本
書
永
楽
二
十
一
年
（
一
四
二
三
）
四
月
十
七
日
序
大
異
、
旦

超
前
十
余
年
、
或
其
即
是
専
為
太
祖
集
注
本
所
撰
、
市
本
書
則
是
将
太
祖
集
注
本
「
重
加
纂
輯
」
而
成
的
修
訂
本
。

（
お
）
巻
首
に
正
統
三
年
（
一
四
三
八
）
の
年
号
を
持
つ
洪
蓮
の
序
が
あ
る
。
本
書
は
『
金
剛
経
五
十
三
家
注
』
と
世
称
さ
れ
る
。
京
大
図
書
館

蔵
経
書
院
文
庫
に
は
続
蔵
本
の
底
本
と
な
っ
た
刊
本
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
請
求
番
号
は
蔵
｜

5

・コ・
6
。
外
題
は
「
金
剛
経
註
解
」
（
刷

題
築
）
。
題
築
の
下
部
に
双
行
で
「
昭
慶
慧
空
経
房
印
造
流
通
」
と
あ
る
。
四
巻
の
巻
末
「
抜
」
二
葉
裏
に
、
注
（
お
）
の
場
合
と
同
じ
く

朱
筆
で
抹
消
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
次
の
刊
記
が
見
て
と
れ
る
。

道
光
二
十
四
年
歳
次
甲
辰
季
夏
月

浄
業
弟
子
張
翰
扉
重
刊

開
地
庵
比
丘
梅
興
校
正

同
治
十
三
年
歳
次
甲
成
仲
冬
月

本
一
房
弟
子
翻
刻

板
存
漸
昭
慶
寺
慧
空
経
房
印
造

従
っ
て
続
蔵
本
の
底
本
は
同
治
十
三
年
こ
八
七
四
）
の
翻
刻
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
て

C

（
金
剛
経
十
七
家
注
〕
と

D

〔
御
纂
本
金
剛
経
集
注
〕
と

E

〔
金
剛
経
五
十
三
家
注
〕
と
の
関
係
で
あ
る
が
、

C
の
序
文
に

「
（
楊
）
圭
指
金
銭
梓
、
以
広
法
施
云
」
と
あ
り
、

D
の
序
文
に
「
（
成
祖
）
重
加
纂
輯
、
特
命
鍾
梓
、
用
広
流
伝
」
と
あ
り
、
ま
た

E
の
序

文
に
「
（
洪
蓮
）
由
是
会
約
同
志
、
馨
捨
珍
資
、
命
工
重
刊
印
施
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
基
本
的
に
は

C
l
D
l
E
の
順
序
で

増
広
改
変
が
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

C
の
一
書
は
そ
の
「
序
」
や
「
科
儀
」
「
十
七
家
解
註
金
剛
経
姓
号
目
録
」
ま
で
を
も
含
め
て
、

E
に
合
繰
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
一
方
D
も
ほ
ぼ

E
と
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
こ
と
に
よ
り
、
後
の
対
照
表
で
は

E
に
よ
っ
て
C

・D
を
代
表

の
年
号
が
記
さ
れ
た
楊
圭
の
序
が
あ
る
。

謝
霊
運
「
金
剛
般
若
経
注
』
の
基
礎
的
研
究
（
上
）

五
七



悌
教
大
皐
大
撃
院
研
究
紀
要
通
巻
第
二
十
競

五
八

さ
せ
で
あ
っ
て
、

c
・
D
の
注
文
は
一
い
ち
挙
げ
て
い
な
い
。
し
か
し
C
か
ら
D
・
E
へ
行
く
過
程
で
、
謝
霊
運
の
注
文
を
例
に
取
れ
ば
、

C
に
は
な
い
数
条
が
D
・
E
に
は
加
え
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
D
か
ら
E
へ
の
重
刊
の
過
程
に
お
い
て
も
注
文
の
扱
い
に
若
干
の
相
違
が
見
ら

れ
る
た
め
、
対
照
表
で
は
E
を
中
心
と
し
つ
つ
、

c
・
D
と
相
違
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
旨
注
記
で
示
す
こ
と
に
す
る
。

（
幻
）
巻
首
に
明
の
藁
宗
天
啓
丙
寅
（
一
六
二
六
）
に
書
か
れ
た
「
汰
生
居
士
査
応
光
撰
」
の
序
文
が
附
さ
れ
て
い
る
。

（
お
）
巻
首
の
無
是
道
人
の
「
自
述
」
に
は
年
号
は
な
い
が
、
無
是
道
人
の
白
述
の
次
に
は
別
の
序
が
あ
り
、
「
順
治
丁
酉
臓
八
目
指
李
道
一
居

士
語
貞
黙
繋
談
謹
撰
」
と
あ
っ
て
、
世
祖
順
治
十
四
年
（
一
六
五
七
）
の
年
号
が
見
え
る
。

（
ぬ
）
巻
首
に
清
仁
宗
嘉
慶
二
十
一
年
（
一
八
二
ハ
）
の
年
号
が
記
さ
れ
た
存
吾
の
自
序
が
あ
る
。

（
初
）
『
注
維
摩
詰
経
』
巻
第
一
に
、
「
肇
回
、
如
是
信
順
辞
、
夫
信
則
所
言
之
理
順
、
順
則
師
資
之
道
成
」
（
大
正
蔵
三
十
八
巻
三
二
八
頁

a

段
）
と
ほ
ぼ
同
文
の
注
が
存
在
す
る
。
対
照
表
の
2
の
『
采
微
』
の
注
文
で
は
「
肇
師
謂
：
：
：
」
と
な
っ
て
お
り
、
同
じ
く
4
や
日
の
『
采

微
』
の
注
文
で
は
「
肇
師
云
：
：
：
」
「
謝
公
云
：
：
：
」
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、

2
の
注
の
「
謂
」
の
語
は
他
書
か
ら
僧
肇
の

文
を
引
用
し
た
こ
と
を
示
す
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
訂
）
駒
沢
・
龍
谷
・
大
谷
・
悌
教
大
学
蔵
本
と
も
い
ず
れ
も
「
以
不
若
不
当
理
」
（
一
丁
裏
）
と
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
続
蔵
本
は
「
以
不

自
不
当
理
」
に
作
り
、
「
若
」
を
「
自
」
に
改
め
て
い
る
。
そ
こ
で
敬
雄
撰
『
肇
公
注
金
剛
経
助
賢
』
を
見
る
と
「
若
字
疑
ハ
誤
リ
、
応
レ
作
コ

自
ノ
字
一
一
、
詩
ノ
小
雅
ニ
云
、
不
レ
自
ラ
セ
不
W

ハ
師
約
一
フ
、
庶
民
不
以
卜
信
セ
」
（
二
丁
表
）
と
あ
り
、
『
詩
経
』
を
典
故
と
し
て
「
若
」
を
「
自
」
に

改
め
る
べ
き
こ
と
を
説
い
て
お
り
、
続
蔵
本
は
敬
雄
の
校
勘
を
尊
重
し
て
字
を
改
め
た
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。

（
幻
）
［
］
内
に
示
し
た
の
は
敬
雄
の
「
校
錐
」
の
語
で
あ
る
。
伝
天
台
智
顕
撰
『
金
剛
般
若
経
疏
』
は
、
宇
井
論
文
に
お
い
て
『
金
剛
経

註
』
が
僧
肇
撰
で
は
な
い
と
さ
れ
た
よ
う
に
、
や
は
り
同
論
文
に
お
い
て
智
顕
の
真
撰
で
は
な
い
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
作
者
不

詳
の
『
金
剛
般
若
経
疏
』
に
は
、
伝
僧
肇
註
『
金
剛
経
註
』
の
文
章
が
こ
と
わ
り
な
く
地
の
文
と
し
て
随
所
に
引
用
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
、

l
l
企

企

i
l
i
l
i
l
i－
－

I
l
l
i－
－

l
i
l
i
a－
－

I
l－
－

長
老
須
菩
提
是
対
揚
主
、
有
長
人
之
徳
夫
鐙
鐘
雄
朗
非
拍
不
鳴
、
聖
不
孤
臆
影
響
唯
仁
須
菩
提
翻
空
生
、
亦
名
善
吉
、
或
云
東
方
青
龍

陀
仏
、
従
座
起
者
請
業
之
儀
、
即
事
請
道
側
身
避
席
、
祖
右
肩
者
惰
国
法
以
祖
為
敬
、
亦
示
弟
子
執
作
為
使
、
右
膝
著
地
屈
曲
伏
従
、

l
i
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
i
A
B
i
l
l
i－
－

－

 

示
無
違
拒
之
貌
、
合
掌
欽
容
祇
粛
顕
師
尊
道
重
故
、
克
敬
尽
恭
専
一
之
至
（
大
正
蔵
三
十
三
巻
七
六
頁

c
段
十
五
行
）

唯
然
下
受
旨
願
問
、
劉
誹
劃
劃
劇
舟
伺
刷
出
、
仏
告
下
第
二
広
答
矯
三
（
大
正
蔵
三
十
三
巻
七
七
頁

a
段
八
行
）

の
前
の
二
つ
の
傍
線
部
分
は
対
照
表
の
注
文
8

（A
）
が
そ
の
ま
ま
引
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
後
の
傍
線
部
分
は
対
照
表
注
文
日
（
A
）
が

そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
敬
雄
は
こ
の
伝
天
台
大
師
撰
『
金
剛
経
疏
』
に
よ
っ
て
、
伝
僧
肇
注
『
金
剛
経
註
』
を
校
勘
し
て
い



る。
こ
の
『
金
剛
般
若
経
疏
』
に
は
智
頭
特
有
の
釈
風
が
現
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
天
台
大
師
の
真
撰
で
は
な
い
だ
ろ
う
と
す
る
意
見
が

強
い
よ
う
で
あ
る
（
佐
藤
哲
英
『
天
台
大
師
の
研
究
｜
｜
智
頭
の
著
作
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
｜
｜
』
四

O
八
頁
（
百
華
苑
一
九
六
一

年
〕
参
照
）
。

（
お
）
こ
の
注
文
は
C

（
金
剛
経
十
七
家
注
〕
な
ら
び
に
E

〔
金
剛
経
五
十
三
家
注
〕
に
は
存
在
し
な
い
。

（
弘
）
こ
の
注
文
は
C
〔
金
剛
経
十
七
家
注
〕
に
は
な
い
。

（お）

E

〔
金
剛
経
五
十
三
家
注
〕
で
は
こ
の
注
文
の
後
の
「
有
註
云
：
：
：
」
以
下
も
謝
霊
運
の
注
だ
と
し
て
い
る
が
、

C
（
金
剛
経
十
七
家

注
〕
の
該
当
箇
所
会
一
巻
十
七
葉
裏
）
を
見
る
と
別
行
に
な
っ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
霊
運
の
注
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

（
お
）
〈
〉
内
は
続
蔵
経
で
は
割
注
に
な
っ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。

（
附
記
）
本
稿
は
日
本
中
国
学
会
第
四
十
三
回
大
会
（
一
九
九
一
年
十
月
二
十
日
神
戸
大
学
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

ま
た
小
論
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
、
当
時
大
谷
大
学
特
別
研
修
員
梶
浦
菅
氏
に
種
々
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。

謝
霊
運
『
金
剛
般
若
経
注
』
の
基
礎
的
研
究
（
上
）

五
九


